
�人件費の抑制
�道内のほかの都市と比べて高水準のサービスや経費増
　となっているものを廃止もしくは削減
�負担金、補助金や交付金などを抜本的に整理
�国や道の制度の基本額より市が上乗せしている事業経
　費は、制度の基本額に合わせて市の上乗せ分を廃止も
　しくは削減
�道路などの建設事業は既に着工、または計画が確定し
　ているものを除き、新規着手を見送りもしくは休止
�管理経費の徹底した削減
�既存施設の有効利用を図るとともに、施設の維持補修
　については全体的な優先順位を決め、計画的に実施

平成１６（２００４）年２月　広報おたる　

人
件
費
の
抑
制

人
件
費
の
抑
制

�
退
職
者
不
補
充
に
よ
る
職
員
数
の
削
減

　

市
は
、
行
政
改
革
（
平
成
９
年
度
〜　
１５

年
度
）の
取
り
組
み
に
よ
り
、２
８
９
人
の

職
員
を
削
減
し
ま
し
た

（
全
職
員
数
の
約　

％
１２

減
）。

　

今
後
も
組
織
機
構

を
見
直
し
、
ス
リ
ム
で

効
率
的
な
行
政
運
営
に

努
め
な
が
ら
、
職
員
削

減
に
計
画
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

�
独
自
の
給
与
削
減

　

職
員
給
料（
本
俸
）に
つ
い
て
も
、
平
成

　

年
度
に
３
％
程
度
、　

年
度
に
５
％
程

１６

１７

度
、　

年
度
に
７
％
程
度
の
削
減
に
取
り

１８

組
み
ま
す
。

�
職
員
手
当
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
職
員
全
員
に
対
し
支
給
さ
れ

て
い
た
調
整
手
当
を
４
月
か
ら
廃
止
し
ま

す（
医
師
を
除
く
）。

　

さ
ら
に
、
特
殊
勤
務
手
当
や
退
職
手
当

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

�
各
種
委
員
会
委
員
の
報
酬
な
ど
の
見
直
し

　

各
種
委
員
会
委
員
報
酬
、嘱
託
員
報
酬
・

臨
時
職
員
賃
金
を
見
直
し
て
、
削
減
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

道
内
他
都
市
と
比
べ
て
高
水
準

道
内
他
都
市
と
比
べ
て
高
水
準

の
サ
ー
ビ
ス
や
経
費
増
と
な
っ

の
サ
ー
ビ
ス
や
経
費
増
と
な
っ

て
い
る
も
の
を
廃
止
・
削
減

て
い
る
も
の
を
廃
止
・
削
減

�
各
種
見
舞
金
な
ど
の
見
直
し

　

道
内
の
他
都
市
の
状
況
も
勘
案
し
な
が

ら
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
各
種
見

舞
金
な
ど
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

�
猫
不
妊
手
術
助
成
の
廃
止

　

雌
猫
の
不
妊
手
術
費
の
一
部
と
し
て
、

１
件
当
た
り
３
０
０
０
円
を
助
成
し
て
い

た
も
の
で
す
。
道
内
の
人
口　

万
人
以
上

１０

の
市（
平
成　

年　

月
末
現
在　

市
）で
、

１５

１１

１０

同
様
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
の
は
小
樽
市

の
ほ
か
１
市
の
み
で
す
。

支
出
見
直
し
の
視
点

支
出
見
直
し
の
視
点

　

財
政
健
全
化
の
た
め
に
、
ス
リ
ム
な
組

織
と
ス
リ
ム
な
行
政
を
作
り
、
今
後
３
カ

年
程
度
で
単
年
度
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
を
目
標
に
、
す
べ
て
の
事
務
事
業

を
点
検
し
、
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
支
出
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
な
視
点
で
見
直
し
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
で
は
、
収
入（
歳
入
）や
受
益
者
負
担
の
見
直
し
項
目
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
支
出（
歳
出
）の
見
直
し
項
目
か
ら
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

広
報
お
た
る
１
月
号
特
集

「
新
選
組　

永
倉
新
八
を
追

う
」
に
お
い
て
、「
永
倉
新
八

の
墓
」
と
し
て
写
真
を
撮
影

し
、
掲
載
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
後
日
こ
の
お
墓

を
管
理
し
て
い
る
親
族
の
方

か
ら
、「
史
跡
と
は
異
な
り
、

現
在
も
先
祖
代
々
の
墓
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の

静
穏
な
状
態
を
保
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
ご
意
向
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
記
事
掲
載
に

関
し
ま
し
て
、
ご
親
族
に
対

し
、
多
大
な
ご
心
痛
を
お
か

け
し
、
心
よ
り
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
取
材
お
よ
び
記
事

の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
り
、

各
方
面
へ
の
確
認
を
一
層
怠

り
な
く
、
さ
ら
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
月
号
特
集
に
関
し
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す

支支
出出
のの
見見
直直
しし
内内
容容

支
出
の
見
直
し
内
容

支
出
の
見
直
し
内
容

�
ハ
チ
駆
除
助
成
の
廃
止

　

ハ
チ
の
駆
除
を
行
う
場
合
、
そ
の
費
用

の
一
部
と
し
て
、
１
件
当
た
り
５
０
０
０

円
を
助
成
し
て
い
た
も
の
で
す
。
道
内
の

人
口　

万
人
以
上
の
市
で
、
同
様
の
助
成

１０

を
行
っ
て
い
る
の
は
小
樽
市
の
ほ
か
３
市

の
み
で
す
。

�
交
通
災
害
共
済
事
業
の
廃
止（　

年
度
以
降
）

１７

　

年
間
保
険
料
が
４
８
０
円
、
小
学
生
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
市
が
負
担
す
る
と
い

う
制
度
で
、昭
和　

年
に
開
始
し
ま
し
た
。

４３

し
か
し
、
年
々
加
入
者
が
減
少
し
、
平
成

　

年
度
の
加
入
率
は　

・
１
％
と
い
う
現

１４

２１

状
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
内
の
人
口　
１０

万
人
以
上
の
市
で
、
同
様
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
の
は
小
樽
市
の
ほ
か
２
市
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
消
防
音
楽
隊
の
休
止

　

隊
員　

人
で
組
織
し
、
パ
レ
ー
ド
な
ど

２７

の
演
奏
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
道
内

の
人
口　

万
人
以
上
の
市
で
、
同
様
の
音

１０

楽
隊
を
編
成
し
て
い
る
の
は
小
樽
市
の
ほ

か
４
市
で
す
。

負
担
金
、
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

負
担
金
、
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

を
抜
本
的
に
整
理

を
抜
本
的
に
整
理

�
補
助
金
な
ど
の
抜
本
的
見
直
し

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
原
則　

％
の

１５

２０

削
減
を
行
い
ま
し
た
が
、今
後
は
さ
ら
に
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

・
歴
史
的
建
造
物
保
全
等
補
助
金

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

・
私
学
振
興
補
助
金

　

そ
の
ほ
か
、
各
種
団
体
運
営
費
や
大
会

開
催
経
費
な
ど
へ
の
補
助
金
も
見
直
し
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

�
経
済
施
策
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
各
種
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
、
一
部
を
廃
止
し
て
新
た

な
支
援
制
度
に
組
み
込
む
な
ど
、
全
般
的

に
見
直
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
に
あ
げ
る
こ
と
な
ど

を
行
い
ま
す
。

・
福
利
厚
生
施
設
整
備
事
業
助
成
金
の
廃
止

・
雇
用
促
進
助
成
金
の
廃
止

・
工
場
等
設
置
助
成
金
の
縮
小

・
商
店
街
近
代
化
施
設
設
置
事
業
助
成
金

　

の
縮
小

・
経
営
支
援
特
別
資
金
の
変
更

・
商
店
街
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
資
金
の
変
更

・
経
営
診
断
や
人
材
育
成
に
関
す
る
制
度

　

の
新
設

　

一
方
、
産
・
学
・
官
の
協
働
で
立
ち
上
げ

た「
地
域
経
済
活
性
化
会
議
」の
提
案
を
踏

ま
え
た
施
策
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
の
再
編
な
ど

事
業
の
再
編
な
ど

�
８
連
絡
所
の
廃
止

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
す
る
た
め
、

市
内
８
カ
所
に
設
置
し
て
い
た
連
絡
所
を

３
月　

日
で
廃
止
し
ま
す
。

３１

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
の
取
り

次
ぎ
交
付
を
行
う
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。

�
敬
老
祝
金
を
廃
止
し
、
高
齢
者
祝
賀
経

　

費
を
充
実

　

敬
老
祝
金
は
、
昭
和　

年
か
ら
実
施
さ

４６

れ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、事
業
を
見
直
し
て
祝
賀
の
目
的
に
沿
っ

た
事
業
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

３　平成１６（２００４）年２月　広報おたる

道内人口１０万人
以上の市の状況

見直し内容小樽市の各種見舞金など

北見市が実施廃止�生活保護患者等見舞金

３カ月以上長期入院し、生活保護を受
給している方や、結核の方に、１５００円～
５０００円を年２回支給。

帯広市、函館
市が類似の制
度を実施

新ふれあい
見舞金に
一本化

�重度身体障害者見舞金とふれあい見舞金

重度身体障害者見舞金～身体障害者
（１・２級）の方などに５０００円支給。
ふれあい見舞金～世帯主が重度身体障
害者で障害基礎年金を受給する世帯
や、７５歳以上独居老人世帯などに冬季
支度金の一部として１５００円支給。

札幌市、旭川
市が実施

廃止�はり・きゅう・マッサージ等施術費助成

７０歳以上で所得が一定基準以下の方に、
１回５００円の助成券を６枚交付。

なし廃止�高齢者寝具乾燥事業

ホームヘルパー派遣世帯のうち、寝具
を干すことが困難な高齢者世帯など
に、年１回無料で布団乾燥を実施。

�

支出の見直し内容

〈各種見舞金などの見直し〉
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　しくは削減
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検
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サ
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。
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、
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組
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、
今
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に
、
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て
の
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業
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検
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、
見
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す
。

　

と
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、
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出
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い
て
は
次
の
よ

う
な
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点
で
見
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い
ま
す
。
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で
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、
収
入（
歳
入
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受
益
者
負
担
の
見
直
し
項
目
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
お
知
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せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
支
出（
歳
出
）の
見
直
し
項
目
か
ら
、
主
な
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

広
報
お
た
る
１
月
号
特
集

「
新
選
組　

永
倉
新
八
を
追

う
」
に
お
い
て
、「
永
倉
新
八

の
墓
」
と
し
て
写
真
を
撮
影

し
、
掲
載
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
後
日
こ
の
お
墓

を
管
理
し
て
い
る
親
族
の
方

か
ら
、「
史
跡
と
は
異
な
り
、

現
在
も
先
祖
代
々
の
墓
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の

静
穏
な
状
態
を
保
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
ご
意
向
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
記
事
掲
載
に

関
し
ま
し
て
、
ご
親
族
に
対

し
、
多
大
な
ご
心
痛
を
お
か

け
し
、
心
よ
り
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
取
材
お
よ
び
記
事

の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
り
、

各
方
面
へ
の
確
認
を
一
層
怠

り
な
く
、
さ
ら
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
月
号
特
集
に
関
し
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す

支支
出出
のの
見見
直直
しし
内内
容容

支
出
の
見
直
し
内
容

支
出
の
見
直
し
内
容

�
ハ
チ
駆
除
助
成
の
廃
止

　

ハ
チ
の
駆
除
を
行
う
場
合
、
そ
の
費
用

の
一
部
と
し
て
、
１
件
当
た
り
５
０
０
０

円
を
助
成
し
て
い
た
も
の
で
す
。
道
内
の

人
口　

万
人
以
上
の
市
で
、
同
様
の
助
成

１０

を
行
っ
て
い
る
の
は
小
樽
市
の
ほ
か
３
市

の
み
で
す
。

�
交
通
災
害
共
済
事
業
の
廃
止（　

年
度
以
降
）

１７

　

年
間
保
険
料
が
４
８
０
円
、
小
学
生
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
市
が
負
担
す
る
と
い

う
制
度
で
、昭
和　

年
に
開
始
し
ま
し
た
。

４３

し
か
し
、
年
々
加
入
者
が
減
少
し
、
平
成

　

年
度
の
加
入
率
は　

・
１
％
と
い
う
現

１４

２１

状
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
内
の
人
口　
１０

万
人
以
上
の
市
で
、
同
様
の
事
業
を
実
施

し
て
い
る
の
は
小
樽
市
の
ほ
か
２
市
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
消
防
音
楽
隊
の
休
止

　

隊
員　

人
で
組
織
し
、
パ
レ
ー
ド
な
ど

２７

の
演
奏
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
道
内

の
人
口　

万
人
以
上
の
市
で
、
同
様
の
音

１０

楽
隊
を
編
成
し
て
い
る
の
は
小
樽
市
の
ほ

か
４
市
で
す
。

負
担
金
、
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

負
担
金
、
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

を
抜
本
的
に
整
理

を
抜
本
的
に
整
理

�
補
助
金
な
ど
の
抜
本
的
見
直
し

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
原
則　

％
の

１５

２０

削
減
を
行
い
ま
し
た
が
、今
後
は
さ
ら
に
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

・
歴
史
的
建
造
物
保
全
等
補
助
金

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

・
私
学
振
興
補
助
金

　

そ
の
ほ
か
、
各
種
団
体
運
営
費
や
大
会

開
催
経
費
な
ど
へ
の
補
助
金
も
見
直
し
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

�
経
済
施
策
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
各
種
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
、
一
部
を
廃
止
し
て
新
た

な
支
援
制
度
に
組
み
込
む
な
ど
、
全
般
的

に
見
直
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
に
あ
げ
る
こ
と
な
ど

を
行
い
ま
す
。

・
福
利
厚
生
施
設
整
備
事
業
助
成
金
の
廃
止

・
雇
用
促
進
助
成
金
の
廃
止

・
工
場
等
設
置
助
成
金
の
縮
小

・
商
店
街
近
代
化
施
設
設
置
事
業
助
成
金

　

の
縮
小

・
経
営
支
援
特
別
資
金
の
変
更

・
商
店
街
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
資
金
の
変
更

・
経
営
診
断
や
人
材
育
成
に
関
す
る
制
度

　

の
新
設

　

一
方
、
産
・
学
・
官
の
協
働
で
立
ち
上
げ

た「
地
域
経
済
活
性
化
会
議
」の
提
案
を
踏

ま
え
た
施
策
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
の
再
編
な
ど

事
業
の
再
編
な
ど

�
８
連
絡
所
の
廃
止

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
す
る
た
め
、

市
内
８
カ
所
に
設
置
し
て
い
た
連
絡
所
を

３
月　

日
で
廃
止
し
ま
す
。

３１

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
の
取
り

次
ぎ
交
付
を
行
う
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。

�
敬
老
祝
金
を
廃
止
し
、
高
齢
者
祝
賀
経

　

費
を
充
実

　

敬
老
祝
金
は
、
昭
和　

年
か
ら
実
施
さ

４６

れ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、事
業
を
見
直
し
て
祝
賀
の
目
的
に
沿
っ

た
事
業
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　平成１６（２００４）年２月　広報おたる

道内人口１０万人
以上の市の状況

見直し内容小樽市の各種見舞金など

北見市が実施廃止�生活保護患者等見舞金

３カ月以上長期入院し、生活保護を受
給している方や、結核の方に、１５００円～
５０００円を年２回支給。

帯広市、函館
市が類似の制
度を実施

新ふれあい
見舞金に
一本化

�重度身体障害者見舞金とふれあい見舞金

重度身体障害者見舞金～身体障害者
（１・２級）の方などに５０００円支給。
ふれあい見舞金～世帯主が重度身体障
害者で障害基礎年金を受給する世帯
や、７５歳以上独居老人世帯などに冬季
支度金の一部として１５００円支給。

札幌市、旭川
市が実施

廃止�はり・きゅう・マッサージ等施術費助成

７０歳以上で所得が一定基準以下の方に、
１回５００円の助成券を６枚交付。

なし廃止�高齢者寝具乾燥事業

ホームヘルパー派遣世帯のうち、寝具
を干すことが困難な高齢者世帯など
に、年１回無料で布団乾燥を実施。

�

支出の見直し内容

〈各種見舞金などの見直し〉



平成１６（２００４）年２月　広報おたる　

�
民
間
委
託
の
推
進

　

さ
く
ら
学
園
、
点
字
図
書
館
、 鰊
御

     

殿
、

に
し
ん

室
内
水
泳
プ
ー
ル
の
管
理
運
営
の
民
間
へ

の
委
託
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
稲
穂
駐
車

場
の
民
営
化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

事
業
経
費
の
う
ち
市
の
上
乗
せ

事
業
経
費
の
う
ち
市
の
上
乗
せ

分
を
廃
止
も
し
く
は
削
減

分
を
廃
止
も
し
く
は
削
減

�
各
種
医
療
助
成
の
見
直
し

　

左
の
図
の
と
お
り
、
各
種
医
療
助
成
に

つ
い
て
、
市
の
単
独
上
乗
せ
分
の
廃
止
も

含
め
て
見
直
し
ま
す
。

　

道
に
お
い
て
も
現
在
、
制
度
の
見
直
し

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
の
見
直

し
後
は
、
基
本
的
に
道
の
制
度
に
準
じ
ま

す
。

新
規
・
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
事
業

新
規
・
拡
大
を
検
討
し
て
い
る
事
業

　

少
子
化
の
進
む
中
、
行
政
に
求
め
ら
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ（
需
要
）

の
中
か
ら
、
新
年
度
以
降
、
次
の
よ
う
な

項
目
に
つ
い
て
新
た
に
実
施
し
よ
う
と
検

討
し
て
い
ま
す
。

・
保
育
所
の
定
員
拡
大

・
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
新
設

・
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
策
定

・
西
部
地
区
へ
の
救
急
自
動
車
の
配
置

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
拡
大
な
ど

�

�

�

�

�

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
さ
ら

に
検
討
を
重
ね
、
新
年
度
予
算
編
成
ま
で

に
決
定
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
小
樽
市
の
財
政
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
財
政
課
�
�
４
１
１
１
内
線
２

３
１
〜
２
３
４
へ
ど
う
ぞ
。

支出の見直し内容

〈各種医療助成の見直し〉

�老人医療助成の見直し

　６５歳～６９歳の方で、道の制度に該当しない一定の要件を満たす方を対象に、

医療費の本人負担分３割のうち、２割を市の上乗せ施策として助成しています。

市では、この上乗せ施策の見直しをしています。

医療費のうち…

本人負担３割保険者負担７割助成がない場合

市負担２割
本人負担

原則１割
保険者負担７割市の上乗せ施策

【市の単独助成】

�福祉医療助成（重度心身障害者・母子家庭等・乳幼児）の見直し

※初診時一部負担金（医科５８０円、歯科５１０円、柔道整復２７０円）

　一定の要件を満たす重度心身障害者の入通院や、母子家庭等の母の入院・子の

入通院、乳幼児の入通院（入院は６歳未満、通院は３歳未満）にかかる医療費の

本人負担分３割（または２割）を道と市で助成しています。このうち、初診時一

部負担金については、市の上乗せ施策として助成しています。市では、この上

乗せ施策の見直しをしています。

医療費のうち…

本人３割（３歳未満児は２割）保険者負担７割（３歳未満児は８割）助成がない場合

初診時
一部
負担金

道負担�
初診時一部負担金除く

保険者負担７割（３歳未満児は８割）
市の上乗せ施策市の上乗せ施策

（初診時一部負（初診時一部負

担金助成）担金助成）
市負担�

初診時一部負担金除く

�道における老人医療助成および福祉医療助成の見直し
　現在、道では、老人医療助成および福祉医療助成の制度内容の見直しをしていま
す。道が見直した場合は、市も道の制度に合わせて助成を行っていく方針です。

【道の制度助成】

�福祉医療助成（母子家庭等の母の通院、乳幼児３歳・４歳の通院）の見直し

　一定の要件を満たす母子家庭等の母の通院および、乳幼児（３歳・４歳）の通院

にかかった医療費の本人負担分３割を市の上乗せ施策として助成しています。

市では、この上乗せ施策の見直しをしています。

医療費のうち…

本人負担３割保険者負担７割助成がない場合

市負担３割保険者負担７割市の上乗せ施策市の上乗せ施策

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
の
確
認
で

き
る
も
の（
中
学
生
以
上
の
方
は
、

学
生
証
や
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
、
健
康
保
険
証
な
ど
。
小
学
生

以
下
の
方
は
、
保
護
者
の
健
康
保

険
証
な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
図
書
館
・
北
小
樽
分

館
・
移
動
図
書
館「
う
し
お
号
」に

用
意
し
て
い
ま
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

休
館
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

休
館
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

４
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
シ
ス

テ
ム
へ
の
切
り
替
え
の
た
め
に
、

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
蔵
書
の
一
覧

を
公
開
し
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
な
ど
か
ら
も
、
目
的
の
本
が
あ

る
か
ど
う
か
を
探
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
貸
し
出
し
状
況
の

確
認
が
で
き
ま
す
）。

　

現
在
、
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い

る
本
の
う
ち
、
一
般
書
・
児
童
書

を
合
わ
せ
た
約　

万
７
０
０
０
冊

１８

を
、
４
月
１
日
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で

探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
に

利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
に

　

４
月
１
日
か
ら
本
の
貸
し
出
し

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、新
し
い「
利

用
者
カ
ー
ド
」が
必
要
と
な
り
ま

す
。
本
を
借
り
る
と
き
は
、
カ
ー

ド
と
借
り
た
い
本
を
窓
口
に
出
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
手
続
き
が

で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
利
用
者
カ
ー
ド
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

本
が
探
し
や
す
く
な
り
ま
す

本
が
探
し
や
す
く
な
り
ま
す

�
図
書
館
で

　

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
画
面
に
触
れ
る
だ
け
で

簡
単
に
本
の
検
索
が
で
き
る
端
末

機
を
設
置
し
ま
す
。
設
置
個
所
は

１
階
の
児
童
室
に
１
台
と
一
般
閲

覧
室
に
２
台
、
２
階
の
郷
土
資
料

室
に
１
台
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

本
を
検
索
す
る
際
は
、
書
名
・

著
者
名
・
出
版
社
名
・
内
容
の
い

ず
れ
か
ら
で
も
、
簡
単
に
探
し
出

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
や
北
小
樽

分
館
、
移
動
図
書
館「
う
し
お
号
」

で
の
、
貸
し
出
し
・
返
却
な
ど
の

業
務
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
り
ま
す
。

�
お
う
ち
の
パ
ソ
コ
ン
で

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
小
樽
市

５　平成１６（２００４）年２月　広報おたる

全
蔵
書
の
確
認
作
業
、
機
器
の
設

置
作
業
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
３
月　

日
〜　

日
は

２４

３１

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
貸
し
出
し
中
の
本

に
つ
い
て
も
、
確
認
作
業
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
返

却
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
図
書
館
の
貸
し
出
し
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

図
書
館
�
�
７
７
２
６
、
�
�
０

７
３
３
へ
ど
う
ぞ
。

　「読みたい本がなかなか

見つからない」「どんな方法

で探したらいいかわからな

い」など、これまで図書館

を利用していて感じたこと

はありませんか。

　図書館では、４月からコ

ンピューターシステムを導

入します。これにより、検索

機能を強化するとともに、

本の貸し出し・返却なども

パソコンで処理されるよう

になります。

　そこで、今回は新しくな

る図書館のシステムと利用

方法について、お知らせし

ます。

今月の
焦点

利用者カードと本をお持ちになり窓口へ

　４月から、１回に１０冊ま

で貸し出しができるよう

になります（３月までは５

冊）。貸し出し期間はこれ

までどおり２週間です。

　カードと本に付いて

いるバーコードを機械

で読み取ります。

　最後に、その日の貸

し出した本の内訳をお

渡しします。これで手

続きは終了です。

　カードは、４月から受付場所

で即日交付もできます（住所・

氏名・生年月日の確認できる

ものをお持ちください）。




